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無
窓
空
間
と
地
下
空
間
の
火
災
危
険

（
5
）
地
下
街
等
に
対
す
る
防
火
法
令
の
強
化
と
4
省
庁
通
達

昭
和
40
年
代
に
地
下
街
が
急
増
す
る
と
、
そ
の

危
険
性
に
気
づ
い
た
政
府
は
、
防
火
法
令
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
建
設
を
厳
し
く
抑
制

す
る
関
係
省
庁
共
同
通
達
を
出
し
、
さ
ら
に
静
岡

ゴ
ー
ル
デ
ン
街
の
ガ
ス
爆
発
に
よ
る
大
惨
事
を
契

機
に
、
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
に
至
り
ま
す
。

東京理科大学大学院
国際火災科学研究科
教授
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（
う
ち
消
防
職
団
員
の
殉
職
4
人
）、
重
軽
傷

者
2
2
3
人
を
出
す
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
は
、
筆
者
が
消
防
庁
に
赴
任
し
て

間
も
な
く
発
生
し
た
も
の
で
、
直
後
に
現
場
に

派
遣
さ
れ
、
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
大
変

な
シ
ョッ
ク
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
地
下
施
設
の
ガ
ス
爆
発
事
故
で
衝
撃

を
受
け
た
政
府
は
、
同
年
10
月
、「
地
下
街
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」を
改
正
し
て
地
下
街
中
央

連
絡
協
議
会
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁（
当
時
）

を
加
え
、
協
議
会
を
構
成
す
る
5
省
庁
で「
地

下
街
に
関
す
る
基
本
方
針
」の
改
正
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
30
歳

を
超
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
私
も
、
消
防
庁
の
課

長
補
佐
と
し
て
そ
の
検
討
に
加
わ
り
ま
し
た
。

翌
昭
和
56
年
4
月
、
地
下
街
中
央
連
絡
協

議
会
は「
地
下
街
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
ガ

ス
安
全
対
策
の
基
準
を
加
え
る
改
正
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
5
省
庁
が「
地
下
街
類
似
の

も
の
の
取
扱
い
及
び
地
下
街
に
お
け
る
漏
れ

ガ
ス
対
策
に
関
す
る
申
合
せ
」を
お
こ
な
っ
て
、

地
下
街
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
準
地
下
街
の
新
設

ま
た
は
増
設
は
厳
に
抑
制
す
る
こ
と
と
し
、
原

則
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
前
回

策
定
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
地
下
街
の

新
・
増
設
計
画
に
つ
い
て
関
与
す
る
こ
と

②
地
下
街
が
設
置
さ
れ
て
お
り
又
は
設
置
計

画
の
あ
る
自
治
体
で
は
、
関
係
機
関
が「
地

下
街
連
絡
協
議
会
」を
設
け
、
相
互
に
密
接

に
連
携
す
る
と
と
も
に
地
下
街
中
央
連
絡

協
議
会
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
地
下
街
の
新

増
設
や
維
持
管
理
に
強
く
関
与
す
べ
き
こ
と

③
地
下
街
の
新
増
設
は
厳
に
抑
制
す
る
こ
と

④
公
益
上
や
む
を
得
ず
認
め
る
場
合
に
は
、

防
災
に
万
全
を
期
す
べ
き
こ
と

こ
の
4
省
庁
通
達
は
、
地
下
街
の
多
く
が

道
路
又
は
駅
前
広
場
の
地
下
に
造
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
占
用
許
可
や
鉄
道
敷
地
の
地

下
の
利
用
許
可
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
、
防

災
等
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
る
よ
う
関
係
機
関

わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

前
回
の
図
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
政
府

方
針
に
よ
り
、
急
増
を
続
け
て
い
た
地
下
街
の

建
設
は
、
昭
和
46
年
以
降
、
や
や
収
ま
っ
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

昭
和
55
年
8
月
に
発
生
し
た
静
岡
駅
前
の

地
下
商
店
街
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
の
ガ
ス
爆
発
事
故

は
、
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
や「
地
下
街
に

関
す
る
基
本
方
針
」に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

こ
の
事
故
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
を
構
成
す
る

建
築
物
の
地
階
部
分
に
あ
る
飲
食
店
で
初
め

に
比
較
的
小
規
模
な
ガ
ス
爆
発
が
あ
り
、
消

防
隊
が
出
動
し
て
人
命
検
索
な
ど
に
あ
た
っ
て

い
た
と
き
、
最
初
の
爆
発
で
破
損
し
た
ガ
ス
管

か
ら
漏
れ
て
い
た
大
量
の
都
市
ガ
ス
に
着
火
し

て
、
二
度
目
の
大
規
模
な
ガ
ス
爆
発
が
起
こ
っ

た
も
の
で
す
。
二
度
目
の
爆
発
直
後
に
地
下
施

設
と
そ
の
直
上
の
ビ
ル
は
爆
風
で
破
壊
さ
れ
て

一
面
火
の
海
に
な
り
、
地
上
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街

か
ら
付
近
の
ビ
ル
に
も
延
焼
し
て
、
死
者
14
人

静
岡
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
の
ガ
ス
爆
発

事
故
と
地
下
街
等
の
原
則
禁
止

様
の
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
建
基
令
の
改
正
と
、
前
回
述
べ
た
消
防

法
令
の
一
連
の
改
正
に
よ
り
、
法
令
に
よ
る
地

下
街
規
制
の
骨
格
は
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
前
回
の
図
で
示
し
た
よ
う

に
、
当
時
、
地
下
街
の
急
増
は
著
し
く
、
危

機
感
を
感
じ
た
政
府
は
、
昭
和
48
年
7
月
に
、

当
時
の
建
設
省
、
運
輸
省
、
消
防
庁
、
警
察

庁
が
共
同
で
、「
地
下
街
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
達（
通
称「
4
省
庁
通
達
」）を
出
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

①
4
省
庁
が「
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
」を

設
け
て「
地
下
街
に
関
す
る
基
本
方
針
」を

4
省
庁
通
達

前
回
述
べ
た
昭
和
42
年
末
の
建
築
審
議
会

の
答
申
を
踏
ま
え
、
昭
和
44
年
1
月
に
竪
穴

区
画
規
制（
建
基
令
第
1
1
2
条
第
9
項
）の

新
設
な
ど
と
合
わ
せ
、
建
基
令
第
1
2
8
条

の
3
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ

り
、「
地
下
街
の
各
構
え
が
接
す
べ
き
地
下
道
」

の
要
件
に
構
造
の
耐
火
性
能
要
件
と
内
装
不

燃
化
の
要
件
が
加
わ
る
と
と
も
に 

（
同
条
第
1

項
）、
各
構
え
に
係
る
防
火
区
画
の
規
定（
同

条
第
2
項
、
第
3
項
及
び
第
5
項
）と
各
構
え

の
居
室
内
各
部
分
か
ら
地
下
道
ま
で
の
歩
行

距
離（
30
メ
ー
ト
ル
以
下
）の
規
定（
同
条
第
4

項
）が
加
わ
り
、
同
条
は
現
行
規
定
と
ほ
ぼ
同

地
下
街
に
対
す
る
建
築
基
準
法
の

規
制
強
化

が
協
力
し
、
各
省
庁
の
権
限
を
出
し
合
っ
て
行

政
指
導
す
る
、
と
い
う
な
か
な
か
巧
み
な
仕

組
み
で
し
た
。

「
地
下
街
に
関
す
る
基
本
方
針
」は
昭
和
49

年
6
月
に
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
下
街

と
建
築
物
の
地
階
と
の
接
続
が
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
や
む
を
得
ず
地
下

街
が
新
・
増
設
さ
れ
た
り
建
築
物
の
地
階
と
接

続
さ
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
防
災
面
に
関
し

建
築
基
準
法
や
消
防
法
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
時
期
を
同

じ
く
し
て
昭
和
49
年
7
月
に
は
、
消
防
法
施

行
令
別
表
第
一
に（
16
の
2
）項
が
新
設
さ
れ
、

同
時
に
第
9
条
の
2
も
追
加
さ
れ
る
な
ど
、

消
防
法
施
行
令
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
直
前
に
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
火
災

を
契
機
と
し
て
別
表
第
一（
16
）項
が
イ
と
ロ
に

分
け
ら
れ
る
な
ど
の
大
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
改
正
は
、
そ
の
わ
ず
か
1
カ
月
後

に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時

間
的
経
緯
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
間
の

政
府
の
動
き
が
い
か
に
連
動
を
と
っ
て
お
こ
な
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の
図
で
、
昭
和
55
年
以
降
、
突
然
地
下
街
の

建
設
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

す
。ゴ

ー
ル
デ
ン
街
は
消
防
法
上
の「
地
下
街
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
建
築
物
の
地
階
が

連
続
し
て
直
接
地
下
道
に
面
し
て
お
り
、
あ
た

か
も「
地
下
街
」の
よ
う
な
形
態
を
な
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
下
街
の
定
義（
地
下
の
工
作
物

内
に
設
け
ら
れ
た
店
舗
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
施
設
で
、
連
続
し
て
地
下
道
に
面

し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
当
該
地
下
道
を
合
わ

せ
た
も
の
を
い
う（
消
防
法
第
8
条
の
2
第
1

項
））に
は
該
当
し
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
た

め
で
す（
第
37
回
参
照
）。

し
か
し
、
こ
の
事
故
に
よ
り
、
こ
の
種
の
施

設
も「
地
下
街
」と
同
様
の
危
険
性
が
あ
る
こ

と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
り
、
全
国
的
に
も
幾

つ
か
の
事
例
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、

消
防
庁
で
は
こ
の
種
の
施
設
を
政
令
別
表
第
一

に（
16
の
3
）項
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
定
義
は
、「
建
築
物
の
地
階
…

（
16
の
3
）
項
（
準
地
下
街
）
の

新
設

で
連
続
し
て
地
下
道
に
面
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
と
当
該
地
下

道
と
を
合
わ
せ
た
も
の（（
1
）

項
か
ら（
4
）
項
ま
で
、（
5
）

項
イ
、（
6
）
項
又
は（
9
）
項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の

用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す

る
も
の
に
限
る
。）」
と
さ
れ
て

お
り（
図
参
照
）、
通
称「
準
地

下
街
」と
し
て「
地
下
街
」に
準

じ
た
厳
し
い
規
制
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の「
準
地
下
街
」の
数
は
、

平
成
29
年
3
月
現
在
、
全
国

で
7
対
象
と
な
っ
て
お
り（
消

防
白
書
）、
地
下
街
に
比
べ
る

と
例
外
的
な
形
態
で
す
。
な

お
、
建
築
基
準
法
に
は
こ
の

「
準
地
下
街
」
に
相
当
す
る
概

念
は
な
く
、
建
築
物
の
地
階
に

相
当
す
る
部
分
は
単
に
当
該

建
築
物
の
地
階
と
し
て
の
規
制

を
受
け
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

図　準地下街の概念図
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